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1. はじめに 

国連（SDSN）が発表する世界幸福度ランキングによる

と、日本の順位は年々下がり続け、2020年度では62位

であった。日本は、評価項目の1つである主観満足度の

項目が非常に低くなっている[1]。そこで、手持ちのカメ

ラで撮影した画像から、自動で検出される“隠れミッキー”

を見た人々に幸福を与え、この評価項目を伸ばすことを

考えた。撮影環境として、ディズニーリゾートやディズニ

ー映画、日常生活などの装飾や身の周りに隠れている

“隠れミッキー”を、一般的な環境で撮影した画像から自

動で検出する画像処理手法を提案する。 

2. 隠れミッキー検出手法 

本研究では、代表的な隠れミッキー3種類の中の1つ

である、丸の形が3つ重なって偶然ミッキーのように見え

ている物に焦点を当て研究を進める。提案する検出手

法の流れを図.1に示す。大きく2つの段階から成り立つ。

それぞれの処理について以下に詳しく述べる。 

 

図.1 隠れミッキー検出処理の流れ 

2.1 ノイズ除去及び円検出 

本研究の元画像を図.2(左)に示す。撮影された元画

像のままでは、ノイズ等の影響で誤検出が多くなる。誤

検出を防ぐため、元画像に対し、二値化やノイズ除去等

の処理を行った。その結果画像に対し、エッジ検出処

理を実施した。その後ハフ変換を用いエッジ画像に対し

て円検出を行った。円検出の結果を図.2(右)に示す。 

 

図.2 円検出結果画像（左:前 右:後） 

2.2 円の面積比率から3円群の抽出 

目標とする隠れミッキーは、面積がほぼ等しい2つの

円とそれより大きい1つの円が、繋がって構成されている。

図.3（左）に示すような3円群の面積比率から隠れミッキ

ーとなりうる候補を絞る。ここで、比べる3円群の組み合

わせは、検出された円の数を用いて決定する。検出さ

れた円の数をn個とすると、n個の中からr個を取り出す

𝑛𝐶𝑟式で求められる。図.3(左)の場合は8個の円から3円

群ずつ円を取り出すため、56通りの3円群が現れる。 

調査から、検出対象を構成する大円の面積𝐶𝐿と小円

の面積𝐶𝑆は、次式の条件を満たす。今回、56通りの3円

群から式（１）の条件を満たす、3円群のみを抽出する。 

          0.2 ≤
𝐶𝑠

𝐶𝐿
≤ 0.6  (1) 

2.3 角度条件による3円群の絞り 

対象の隠れミッキーにおける3円の場合 、3円の中心

点を結ぶ三角形の各角度が30度～110度の間の値とな

る。図.3(左)の白色に示すような角度を求める。上記の

条件に基づき、前項の処理で得た3円群の中心座標か

ら各角度を求め、条件を満たす3円群のみを抽出する。 

2.4 円と円の中心間距離条件による3円群の絞り 

対象の隠れミッキーに該当する3円群には、円同士の

距離が、ある一定の距離を保つように構成されている。

そして、前項までの処理で得た3円群の三角形の3辺の

長さを求め、それがある閾値から離れる場合、隠れミッ

キーの円の組み合わせから3円群を排除する。図.3(左)

に示すのはその1つの例を示す。ここで、辺AB、BC、

CAに関して、3円の中心距離が、離れ過ぎている為、例

に示す3円群を排除する。上記の処理条件を満たす3円

群のみを抽出する。 

2.5 撮影環境または配置条件による3円群の絞り 

撮影環境、または目標物の配置されている状態とし

て、小さい円2つのどちらかは、大きい円よりも上に存在

する。この条件を処理に加え、対象の隠れミッキーを検

出した。その検出結果を図.3（右）に示す。 

 

図.3 条件フィルターを通した結果画像（左：前 右：後） 

3. まとめ，展望 

本研究では、図.2(左)のサンプル画像に存在するよう

な隠れミッキー検出について取り組んできた。今回、元

画像に対し、ノイズ除去等の処理を行い、円検出を行っ

た。そして得られた円から、円の面積比率条件、角度条

件等を設け、対象の隠れミッキーの特徴と一致する円の

みを残すことで、隠れミッキーの検出に成功した。 

今回の隠れミッキー検出処理において、あらゆる画像

においても、検出できるような有用性の確認、そして、検

出を可能にすることが今後の主な展望である。 
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